
中・高等教育機能のあり方に関する有識者会議 報告書の概要

１ 中等教育機能（高校）に関する事項

・作陽高校移転による市内中学生の進学への影響について、高校の入学定員と中学

校からの進学者数の需給バランスを推計すると、今後の急速な少子化により、数

字上の影響は限定的。

・しかし、作陽高校は、スポーツや音楽等の分野で市内他校が代替できない水準の

教育を実施しており、これを志向する生徒は市外へ進学する可能性が高く、中学

校では、より多様な進学先を想定した丁寧な進路指導が必要。また、移転により、

学校教育活動に伴う経済活動や地域貢献活動が失われるため、影響の緩和に向け

た対応が必要。

・津山市に所在する各高校が、積極的に魅力づくりや活性化を図るとともに、地域

課題をテーマとした研究等を通じ、生徒が主体的にこの地域について考えること

は重要。彼らが社会に貢献できる世代となった際、地域を俯瞰し、都市機能の維

持や発展に寄与するためのバックボーンになることから、行政による支援や関与

が求められる。

２ 高等教育機能に関する事項

・人口減少や感染症拡大を契機とした価値観の変化など社会変容が生じる中、地域

や企業の変革を牽引する人材を育成する高等教育機関の重要性は、一層高まる。

・人口減少がより急速に進むこれからの時代、地方で質の高い教育機会を確保する

ことは今以上に困難になるため、行政が教育機能の維持や確保に関わる意義はあ

る。

・地域や企業の変革を牽引する高度人材の育成について検討する場合、美作大学の

公立化は、これまでに培った強みを活かすことや、施設整備費の軽減を図ること

ができる可能性があり、検討すべき選択肢の一つとなり得る。

・美作大学の公立化についても議論したが、既存施設の状況や、学部を新設・改組

する場合の事業継続性に不確実な点があった。更なる検討においては、検証体制

の構築や、市民、経済界の理解や意識の醸成が必要。

・津山市が教育機関への支援、設置や運営に関与する場合、その理念が重要。

第一に、地域課題の解決に資する教育研究活動が、社会的に評価される水準にあ

り、成果が地域へ還元されることが必要。

第二に、地域人材の好循環の実現。卒業生がこの地域で就職や起業し、変革を牽

引し、都市の機能と活力を高める。そのことで新たなビジネスが生まれ、一度は

津山市を離れた人材も都市部から還流する。

そのような地域人材の好循環と、魅力ある教育研究活動の実践を目的とすべき。



３ 有識者会議 開催の経過と開催日程
津山市における中・高等教育機能のあり方を、教育的観点だけでなく、まちづく

りの観点から検討するため、令和２年６月から１２月までの間、４回にわたり会

議を開催し、意見交換を行った。本報告書は、各委員の所見を取りまとめたもの

である。

４ 有識者会議 委員名簿

（氏名５０音順）

開催回 開催月日 議事内容

第１回 令和２年６月３０日 以下の事項に関する事務局からの説明と意見交換

・津山市の人口動態、中・高等教育機関の状況

・全国や岡山県の大学進学状況、公立大学の状況第２回 令和２年８月２７日

第３回 令和２年１０月２０日

意見交換と所見の取りまとめ

第４回 令和２年１２月２２日

№ 氏名 所属団体、職名等

１

副座長
池田 義和 岡山県美作県民局 次長

２

座長
今井 康好 岡山大学大学院教育学研究科 教授

３ 大川 圭介
大川圭介公認会計士事務所 代表

（公認会計士、税理士、行政書士）

４ 園田 哲郎
岡山県高等学校長協会 美作支部 副支部長

（岡山県立津山東高等学校 校長）

５ 出島 誠之

津山市みらい戦略ディレクター

岡山県政策アドバイザー

（(株)出島プランニング 代表取締役）

６ 西山 公二 津山商工会議所 専務理事


